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小規模工事事務取扱要領 

１．目 的 

この要領は､工事の施工に伴って提出される書類の省略等､諸手続を簡略化し､事業の効率的な執行を

図ることを目的とする｡ 

２.適 用 範 囲 

（1）静岡県交通基盤部が施行する当初請負代金額が3,500万円未満(補助事業を含む)の土木工事

(以下｢小規模工事｣という｡)に適用する｡ 

（2）この要領に記載されていない事項については､土木工事共通仕様書(静岡県交通基盤部監修)を適

用する｡ 

３.提 出 書 類 

（1）使用材料の承諾書 

受注者の作成する使用材料の承諾書は省略することができるものとする｡ 

（2）工事記録簿 

受注者の作成する工事記録簿は省略することができるものとする｡ 

（3）材料検査簿 

受注者の作成する材料検査簿は省略することができるものとする｡ 

（4）工程表 

受注者の作成する工程表の提出は､静岡県建設工事執行規則第20条によるものとする｡ただし､当

初 請負代金額が500万円未満の工事(以下｢少額工事｣という｡)については､提出を省略させること

ができるものとする｡ 

（5）現場代理人・主任技術者通知 

現場代理人・主任技術者の通知書は､静岡県建設工事執行規則第22条によるものとする｡ただし､

少額工事については､通知を省略させることができるものとする｡ 

（6）施工計画書 

受注者が提出する施工計画書は､土木工事共通仕様書第１編１－１－４施工計画書によるものとす

る｡ただし､少額工事については､別に定める様式によるものとする｡ 

４.施 工 管 理  

（1）出来形管理 

出来形管理は､土木工事共通仕様書に定める出来形管理基準により行うものとする｡ 

ただし､少額工事については､出来形図または数量計算表を提出することによりこれに代えること

ができるものとする｡ 

（2）品質管理 

 品質管理は、土木工事共通仕様書に定める品質管理基準により行うものとする。 

ただし､少額工事については､受注者の自主管理とし､資料の提出は省略できるものとする｡ 

（3）写真管理 

写真管理は､土木工事共通仕様書に定める写真管理基準により行うものとする｡ 

ただし､完成検査写真の提出は省略できるものとする｡なお､少額工事については､次によるものと

する｡ 

ア着手前及び完成時の写真     イ完成時に確認が困難なものの寸法等の写真 

５.少額工事における監督員・受注者等 

監督員は､受注者が工事の施工に当たって自主管理体制(工程､出来形､品質､写真､交通､安全等)

を確立し､施工管理に当たるよう指導するものとする｡ 

受注者は､工事の施工に当って自主管理体制を確立し､施工管理に責任を持つものとする｡ 

また､工事の施工に当たり疑義が生じた場合には､監督員と協議するものとする｡ 

なお､自主管理とは､受注者が工事目的物の品質､精度を完全なものとするため､土木工事共通仕様書

の規格に適合するよう､社内検査を行う等､自らが管理(コントロール)することをいう｡ 
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６.少額工事の検査 

交通基盤部における検査体制による土木工事に適用する｡ 
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｢小規模工事(当初請負代金額500万円以上3,500万円未満)の施工計画書記入例｣ 
 

 年 月 日 

 

施 工 計 画 書 
 
 
総括監督員  

様 
 
 
 
 

受注者 

現場代理人 
 

 
  年度工事施工計画書について(提出) 

標記について土木工事共通仕様書第１編１－１－４第１項に基づき提出します｡ 

目 次 
 
 

１ .現場組織表……………………………………………………○  

２ .安全管理………………………………………………………○  

３ .緊急時の体制…………………………………………………○  

４ .交通管理………………………………………………………○  

５ .主要資材一覧表………………………………………………○  

６ .再生資源の利用の促進と建設副産物の適正処理方法…○  

※工程表については執行規則第20条による  
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小規模工事事務取扱要領 

 

１.現場組織表 

現場事務所 静岡県 市 町 ＴＥＬ ( ) 

 

現場代理人   

 

工事主任  
夜間連絡先  

ＴＥＬ( ) 工程管理  

主任技術者 品質管理  
測量・出来形､写真管理 

 

夜間連絡先  

ＴＥＬ( ) 機械・電気主任  
 

 
 

重機管理

電気管理 

 

事務主任  

 
 

安全管理主任  
 
 
 
 
 
 
 
 
２ .安全管理  

(１) 工事現場における作業員の安全と健康を確保し､快適な作業環境の形成を促進するため､工事の

安全に留意し､現場を管理し､労働災害の防止に努めるため､統括管理者を専任し､労働者に対す

る安全指導を徹底し､各人の責任体制の確立を図るとともに､作業規則の浸透に努め標準作業動

作をする｡ 

(２) 公害､第三者に傷害をあたえないよう､社会的責任体制の確立を図る｡ 

○現場内へは一般者の立入りを禁止すると共に通学時の児童への安全を図るように注意し､立看

板を設置する｡ 

○現場内の整理整頓に努めると共に安全管理日誌による機械器具及び車両の点検､保安帽の着用

等定期的に安全巡視員にパトロールさせる等安全管理に関する指導を徹底する｡ 
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(安全委員会の構成) 
 

 

火気取締責任者  

 

安全管理者 

 

 

統括安全衛生管理者  
電気取扱責任者  

 
 
 

衛生管理者  車両取扱責任者  

 

 
 

機械取扱責任者  

 
 

安全巡視員  
 
 
 
 

(３) 事故発生時における連絡系統は､３のに定める緊急時の連絡系統図と同じとする｡ 
 

 

３.緊急時の体制 

(１) 大雨､出水､強風等の異常気象で災害発生のおそれがある場合､次の組織構成で体制に入り必要に

応じ現場内をパトロールし､警戒する｡なお､異常時に備え現場には土俵､工具､照明器具等を常備

する｡また､作業現場内において事故発生､又はそのおそれがある場合､作業時間内はただちに体

制に入り現場代理人以下現場構成表の各担当職務に応じて行動する｡ 
 
 

(緊急時の体制) 
 

情報連絡係  
情報の収集と関係機関への情報連絡  

 
夜間休日連絡先  
ＴＥＬ() 

 
災害対策部長  対策係 

 
巡回、応急対策の指揮  

夜間休日連絡先  
ＴＥＬ() 

 
 

庶務係  

避難誘導  
 

夜間休日連絡先  
ＴＥＬ() 
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市役所 
ＴＥＬ  

工事事務所 
ＴＥＬ  

対 策 部 長 

ＴＥＬ  

 

受注者 
ＴＥＬ 

警察署 
ＴＥＬ  

消防署 
ＴＥＬ  

監督署 
ＴＥＬ  

 病院 
ＴＥＬ  

県 支   
所 

県 土木事務所  
ＴＥＬ  

県庁 課 
ＴＥＬ (221) 

地 方 気 象 台 
ＴＥＬ 

現 場 
ＴＥＬ 

小規模工事事務取扱要領 

 
(２)  作業現場内の事故発生時における連絡系統及び夜間又は休日における連絡方法は次のとおり

とする｡ 

(緊急時の連絡系統図) 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(３) 南海トラフ地震臨時情報発表時の対応は次のとおりとする｡ 

 

区 分 対          応 

調査中 ・情報収集を行い、関係者と連絡をとる。 

巨大地震注意 ・場合によっては、作業を中止する。 

・工事現場における施工構造物、仮設構造物、建設機械などについて、火災・延焼防止、敷

地外への倒壊、資機材の落下防止、燃料などの流出・漏えい防止措置をとる。 

・工事現場からの避難経路・避難場所の確認を行う。 

巨大地震警戒 ・作業を中止する。 

・工事現場における施工構造物、仮設構造物、建設機械などについて、火災・延焼防止、敷

地外への倒壊、資機材の落下防止、燃料などの流出・漏えい防止措置をとる。 

・工事現場から避難経路により避難場所へ避難する。 

 

（避難経路・避難場所） 

 

 

  
記入例のため 

図省略 
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４.交 通 管 理 

・   道路交通関係法令及び共仕第１編１－１－32の交通安全管理に関する各項を厳守し現場安全

管理者の指示のもとに事故のないよう特に注意する｡また､残土運搬､盛土運搬､資材運搬の経路

は図－１のとおりである｡ 

なお､残土運搬中一般道路を通過するため一般通行を優先し通行に支障のないよう十分注意し､

誘導員と各種標識類を配置する｡ 

図－1 位置図等 

(残土運搬､資材運搬の径路) 
 

築堤箇所 
 
 

土取箇所 
 
 
 
 

現場事務所 

堤防小段､高水敷運搬

路県道 

 

５.主要資材一覧表 
 

品 名 規格･寸法 購 入 会 社 名 
 
コンクリート 18－8－40  

21－8－25  
積ブロック 控35㎝  
切込み砕石 Ｃ－30  
溝 蓋 車道ｔ＝13㎝  

 
 
６.再生資源の利用の促進 

受注者は､建設副産物適正処理推進要綱(国土交通事務次官通達､平成14年５月30日)､再生資源

の利用の促進について (建設大臣官房技術審議官通達､平成３年10月25日 )を遵守して建設副産物

の適正な処理及び再生資源の活用を図らなければならない｡(土木工事共通仕様書第１編共通編

１－１－18建設副産物 ) 
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様式20　再生資源利用計画書（実施書）　―建設資材搬入工事用―　―建設リサイクルガイドライン」様式―

住所コード＊4

コード＊5 コード＊6 コード＊7 コード＊8 コード＊9

トン ％合　　　　　　　　　　計 トン

施工条件について

1.再生材の利用の指示あ

り

土砂について

　1.第一種建設発生土　　2.第二種建設発生土

　3.第三種建設発生土　　4. 第四種建設発生土

　5.泥土 （建設汚泥以外） 6.土質改良土

　7.再生コンクリート砂　8.山砂山土等の購入土、 採取土

砕石について

　1.クラッシャーラン　　2.粒度調整砕石

　3.鉱さい　　　　　　　4.単粒度砕石

　5.ぐり石、 割ぐり石　　6.その他

アスファルト混合物について

　1.粗粒度アスファルトコンクリート

　2.蜜粒度アスファルトコンクリート

　 （開粒度及び改質アスファルトコンクリートを含

土砂について

　1.道路路体　　2.路床　　3.河川築堤

　4.構造物等の裏込材、 埋戻し用

　5. 宅地造成用　　　　　　6.水面埋立用

　7.ほ場整備 （農地整備）

　8.その他 （具体的に記入）

砕石について

　1.舗装の下層路盤材

　2.舗装の上層路盤材

　3.構造物の裏込材、 基礎材

　4.その他 （具体的に記入）

アスファルト混合物について

　1.表層　　　　2.基層

　3.上層路盤　　4.歩道

　5.その他 （駐車場舗装、 敷地内舗装等）

　その他について （利用用途を 具体的に記

入）

再生資材に供給元について

　1.現場内利用

　2.他の工事現場

　3.再資源化施設

　4.ストックヤード

　5.その他

トン ％

トン ％

トン

トン

トン ％

トン ％

トン

トン合　　　　　　　　　　計

土砂について

　1.第一種建設発生土　　2.第二種建設発生土

　3.第三種建設発生土　　4. 第四種建設発生土

　5.泥土 （建設汚泥以外） 6.土質改良土

　7.再生コンクリート砂

砕石について

　1.再生クラッシャーラン

　2.再生粒度調整砕石

　3.鉱さい　　　　　　　4.その他

アスファルト混合物について

　1.再生粗粒度アスファルトコンクリート

　2.再生蜜粒度アスファルトコンクリート

　 （開粒度及び改質アスファルトコンクリートを含む）

　3.再生細粒度アスファルトコンクリート

　4.再生

トン トン ％

トン ％トン

トン ％

トン ％

トン

トン ％

トン

％

トン

トン合　　　　　　　　　　計

注1.再生資材利用量について

アスファルト混合物等で、 利用した再生材

（製品） の中に、 新材が混入している場合

であっ ても 、 新材混入分を 含んだ再生資

材 （製品） の利用量を 記入してく ださい。

裏面にも御記入下さい

トン

トン ％

トン ％

トン

トン

トン ％

トン ％

トン

トン

％

締め㎥ ％

トン

締め㎥

トン

合　　　　　　　　　　計

締め㎥ 締め㎥ ％

締め㎥ ％締め㎥

締め㎥ ％

締め㎥ ％

締め㎥

十

万

再生資材の供給元施設、 工事等の名称

再生資材利用量（B）

再　生　資　材　の　供　給　元　　　（再生資材を利用した場合に記入して下さい）

再生資材の名称

コード＊９住所コード＊4
再生資材の供給元場所住所

施工条件内容

コード＊8

供給元種類

コード＊7
百

万

　

一

締め㎥ ％締め㎥

　

十

　

一 （注1）

再生資源

利用率

B/A×100
万

　

千

　

百

百

万

十

万 万

　

千

　

百

　

十

　

一

アスファ ルト

混合物

その他

（再生資材

のみ記入）

小分類

コード＊5

主な利用金額

コード＊6
規　　格

２．建設資材利用実績　注：コード＊5～9は下記欄外のコード表より数字を選んでく ださい。

平成　　　　年　　　　月　　　　日から

平成　　　　年　　　　月　　　　日まで

分　類

土　砂

構　　造

（数字に○を つけ

る）

千

万

　

億

都　道

府　県

市　区

町　村

建築面積

延べ床面積

尚、解体工事については、建築面積は御記入いただかなくても結構です。

－

工事種別コード＊3
十

億

百

億

千

億

1.移住専用　2.移住産業併用　3.事務所　　4.店舗　5.工場、作

業所　　　　6.倉庫　　　7.学校　　　　　8.病院診療所

9.その他

使　　途

（数字に○を つけ

る）

1.鉄骨鉄筋コンクリート　　　2.鉄筋コンクリート　　3.鉄骨造

4.コンクリートブロック造　　5.木造　　6.その他

階数
地上　　　　階

地下　　　　階
㎡

㎡

　

十

　

百

　

千万

十

万

建設工事箇所

建設工事名

工事概要等

施工条件の内容

（再生資源の利用

に関する特記事項

等）

最終工事

請負金額

砕　石

百

万

利用量（A）

建　設　資　材　（新材を含む）

締め㎥

工期

調 査 票 記 入 者

工 事 責 任 者
TEL

FAX

請負者コード＊2
請負会社名

会社所在地
発注機関名

１．工事概要
発注期間コード＊1

表面

発注担当者チェック欄

担当者

TEL

H.　 年　月　日記 入 年 月 日

百

万

（　　）

（　　）

100万円未満四捨五入

,000,000円（税込み）
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様式21　再生資源利用促進計画書（実施書）　―建設副産物搬入工事用―　―建設リサイクルガイドライン」様式―

コード＊14（コード＊13で「7.内陸処分場」を選択した場合のみ記入）

コード＊10 コード＊11 コード＊12 コード＊13 （詳細は表－４参照のこと） 　

1.路盤材　　2.裏込材

3.埋戻し材

4.その他 （具体的に記

入）

1.焼却　　　2.脱水

3.天日乾燥

4.その他 （具体的に記

入）

施工条件について

　1.A指定処分

　 （発注時に指定されたも の）

　2.B指定処分 （も しく は準指定処分）

　 （発注時には指定されていないが、

　発注後に設計変更し指定処分とされたも の）

　3.自由処分

再生資源利用促進 （再生利用された場合） 最終処分場・その他 （処分された場合） 

1.他の工事現場 （内陸：公共、 民間を 含む）

2.再資源化施設 （土質改良プラン トを含む）

3.有償売却 （工事請負会社が建設副産物を 焼却

し、 代金を得た場合）

4.建設発生土スットクヤード （再利用工事が決

ま っ ている場合

5.海面埋立事業 （海岸、 海兵事業含む）

6.最終処分場 （海面処分場）

7.最終処分場 （内陸処分場）

 （建設発生土受入地を含む）

8.建設発生土スットクヤード （再生用工事未定）

9.焼却施設・最終処分場へ持ち込むための中間

処分施設

10.その他 （具体的に記入）

注2.再生資材利用量について

現場害搬出量④のう ち、 搬出先の種類

（コード＊13） が1.～5.に合計

２．建設副産物搬出実績 現場内利用の欄には、発生量（掘削等）のう ち、現場内で利用したも のについて御記入く ださい。

注）再資源化施設、最終処分場は、指定副産物の種類ごとに３ヶ所まで記入できます。

　　４ヶ所以上にわたる場合は、用紙を換えて記入してください。
1.山砂利等採取跡地　2.処分場の覆土　3.池沼等の水面埋立　4.谷地埋立　5.農地受入　6.その他

トン

トン

３ヶ所目 公共　民間 トン ％

２ヶ所目 公共　民間

トン公共　民間１ヶ所目
アスベスト

 （飛散性） トン

３ヶ所目 公共　民間

２ヶ所目 公共　民間

トン

トン ％

トン

トン

１ヶ所目 公共　民間

トン

紙く ず

トン トン

トン

３ヶ所目 公共　民間 トン ％

２ヶ所目 公共　民間

トン公共　民間１ヶ所目

廃プラスチック

トン

３ヶ所目 公共　民間

２ヶ所目 公共　民間

トン

トン ％

トン

トン

１ヶ所目 公共　民間

トン トン

金属く ず

トン

トン トン

３ヶ所目 公共　民間

トン

トン ％

２ヶ所目 公共　民間

トン公共　民間

トン トン

１ヶ所目

建設混合廃棄物

トン トン

３ヶ所目 公共　民間

２ヶ所目 公共　民間

トン

トン ％

トン

トン

１ヶ所目 公共　民間

トン

建設汚泥

トン トン トン トン

トン

３ヶ所目 公共　民間 トン トン ％

２ヶ所目 公共　民間建設発生木材

トン トン

公共　民間

トン

３ヶ所目

トン トン

１ヶ所目 トン トン

トン

トン

地山㎣地山㎣

トン

トン

トン ％

２ヶ所目 公共　民間

トン

トン

公共　民間

トン

１ヶ所目

公共　民間

アスファルト・

コンクリート塊 トン トン

コンクリート塊

トン 地山㎣ ％トントン

３ヶ所目 公共　民間

２ヶ所目 公共　民間

地山㎣ 地山㎣

地山㎣ ％

地山㎣ 地山㎣

地山㎣ 地山㎣

１ヶ所目 公共　民間

地山㎣ 地山㎣

合　計
地山㎣

３ヶ所目 公共　民間

２ヶ所目 公共　民間

地山㎣ 地山㎣

地山㎣ ％

地山㎣ 地山㎣

地山㎣ 地山㎣

１ヶ所目 公共　民間

地山㎣ 地山㎣

泥　土 （河川、 湖

沼等の浚渫土） 地山㎣

３ヶ所目 公共　民間

２ヶ所目 公共　民間

地山㎣ 地山㎣

地山㎣ ％

地山㎣ 地山㎣

地山㎣ 地山㎣

１ヶ所目 公共　民間

地山㎣ 地山㎣

第　四　種

建設発生土 地山㎣

３ヶ所目 公共　民間

２ヶ所目 公共　民間

地山㎣ 地山㎣

地山㎣ ％

地山㎣ 地山㎣

地山㎣ 地山㎣

１ヶ所目 公共　民間

地山㎣ 地山㎣

第　三　種

建設発生土 地山㎣

％

２ヶ所目 公共　民間 地山㎣

地山㎣ 地山㎣

地山㎣

地山㎣

地山㎣ 地山㎣

１ヶ所目 公共　民間

３ヶ所目 公共　民間

地山㎣

第　二　種

建設発生土 地山㎣ 地山㎣ 地山㎣

第　一　種

建設発生土 地山㎣

地山㎣ 地山㎣

３ヶ所目 公共　民間 地山㎣ ％地山㎣

２ヶ所目 公共　民間

地山㎣

減　量　化

３ヶ所まで記入できます。 ４ヶ所以上にわたる

時は、 用紙を換えて下さい。

搬　出　先　名　称

区　分

どちらかに○を

つけてください。

施工条件の

内　　　容

コード＊12

公共　民間

④現場外搬出量

搬出先

の種類

コード＊
地山㎣

現　 場　 外　 搬　 出　 に　 つ　 い　 て

搬　出　先　場　所
一

地山㎣

住所コード

＊4

運搬距離

現　場　内　利　用

　

千

　

百
千 百 十

　

一

現　場　内　利　用　・　減　量 再生資源利用

促　進　率

（2）+（3）+（5）

（1）

（％）

⑤再生資源

利用促進量

 （注２）

う ち現場内

改　良　分
百

万

十

万

　

万

③減量化量

受入先

の用地

コード＊

14
１ヶ所目

用途コー

ド＊10

減量法

コード

＊11
②利用量

地山㎣

場外搬出時

の性状

指定副産物

の　種　類 ①発生量

 （掘削等）

＝②+③+④

裏面

１．工事概要　表面（様式１）に必ずご記入ください。
建築工事において、解体と新築工事を一体的に施工する場合は、解体分と新築

分の数量を区分し、それぞれ「様式２」を作成してく ださい。

う ち現場内

改　良　分

　

十

 



 

その他取扱基準等－115 

 

小規模工事事務取扱要領 
 

｢少額工事(当初請負代金額500万円未満)の施工計画書記入例｣ 

 

施 工 計 画 書 
 
１.現場組織表 

連絡先  
 

受注者 

ＴＥＬ ( ) 

夜間ＴＥＬ ( ) 
 
 

現場代理人    

ＴＥＬ ( ) 

夜間ＴＥＬ ( ) 
 
 
 
２.安 全 管 理 

＊工事現場における作業員の安全と第三者に対する災害の絶無を図る｡ 

なお､事故発生時の対応として連絡系統を明確にしておく｡ 

＊土木工事共通仕様書第１編１－１－32の交通安全管理に関する各項を厳守して事故の無いよ

う十分注意する｡ 

 
３.計画工程表 着手令和  年 月 日 完成令和  年 月 日 

 

工 種 単 位 数 量 月 月 月 備 考 
準 備 工 式 １           

 
土 工 式 １           

  
側 溝 工 

 

ｍ 45           
  

路 側 工 
 

ｍ 45           
   

後 片 付 式 １           
  

４.主要資材一覧表 
 

品 名 規格・寸法 購 入 会 社 名 
コンクリート 18－8－40  

21－8－25  

積ブロック 控35㎝  

切込み砕石 Ｃ－30  

溝 蓋 車道ｔ＝13㎝  
 

施工管理基準 



 

その他取扱基準等－116 

 

 

 
５.再生資源の利用の促進 

 受注者は､建設副産物適正処理推進要綱(国土交通事務次官通達､平成14年５月30日)､再生資源

の利用の促進について(建設大臣官房技術審議官通達､平成３年10月25日)を遵守して建設副産物の

適正な処理及び再生資源の活用を図らなければならない｡(土木工事共通仕様書第１編共通編１－

１－18建設副産物) 
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№20
土木工事共通仕様書第１編１－１－18

様式20　再生資源利用計画書（実施書）　―建設資材搬入工事用―　―建設リサイクルガイドライン」様式―

住所コード＊4

コード＊5 コード＊6 コード＊7 コード＊8 コード＊9

トン ％合　　　　　　　　　　計 トン

施工条件について

1.再生材の利用の指示あ

り

土砂について

　1.第一種建設発生土　　2.第二種建設発生土

　3.第三種建設発生土　　4. 第四種建設発生土

　5.泥土 （建設汚泥以外） 6.土質改良土

　7.再生コンクリート砂　8.山砂山土等の購入土、 採取土

砕石について

　1.クラッシャーラン　　2.粒度調整砕石

　3.鉱さい　　　　　　　4.単粒度砕石

　5.ぐり石、 割ぐり石　　6.その他

アスファルト混合物について

　1.粗粒度アスファルトコンクリート

　2.蜜粒度アスファルトコンクリート

　 （開粒度及び改質アスファルトコンクリートを含

土砂について

　1.道路路体　　2.路床　　3.河川築堤

　4.構造物等の裏込材、 埋戻し用

　5. 宅地造成用　　　　　　6.水面埋立用

　7.ほ場整備 （農地整備）

　8.その他 （具体的に記入）

砕石について

　1.舗装の下層路盤材

　2.舗装の上層路盤材

　3.構造物の裏込材、 基礎材

　4.その他 （具体的に記入）

アスファルト混合物について

　1.表層　　　　2.基層

　3.上層路盤　　4.歩道

　5.その他 （駐車場舗装、 敷地内舗装等）

　その他について （利用用途を具体的に記

入）

再生資材に供給元について

　1.現場内利用

　2.他の工事現場

　3.再資源化施設

　4.ストックヤード

　5.その他

トン ％

トン ％

トン

トン

トン ％

トン ％

トン

トン合　　　　　　　　　　計

土砂について

　1.第一種建設発生土　　2.第二種建設発生土

　3.第三種建設発生土　　4. 第四種建設発生土

　5.泥土 （建設汚泥以外） 6.土質改良土

　7.再生コンクリート砂

砕石について

　1.再生クラッシャーラン

　2.再生粒度調整砕石

　3.鉱さい　　　　　　　4.その他

アスファルト混合物について

　1.再生粗粒度アスファルトコンクリート

　2.再生蜜粒度アスファルトコンクリート

　 （開粒度及び改質アスファルトコンクリートを含む）

　3.再生細粒度アスファルトコンクリート

　4.再生

トン トン ％

トン ％トン

トン ％

トン ％

トン

トン ％

トン

％

トン

トン合　　　　　　　　　　計

注1.再生資材利用量について

アスファルト混合物等で、 利用した再生材

（製品） の中に、 新材が混入している場合

であっても 、 新材混入分を含んだ再生資

材 （製品） の利用量を記入してく ださい。

裏面にも御記入下さい

トン

トン ％

トン ％

トン

トン

トン ％

トン ％

トン

トン

トン ％

締め㎥ ％

トン

締め㎥合　　　　　　　　　　計

締め㎥ 締め㎥ ％

締め㎥ ％締め㎥

締め㎥ ％

締め㎥ ％

締め㎥

十

万

再生資材の供給元施設、 工事等の名称

再生資材利用量（B）

再　生　資　材　の　供　給　元　　　（再生資材を利用した場合に記入して下さい）

再生資材の名称

コード＊９住所コード＊4
再生資材の供給元場所住所

施工条件内容

コード＊8

供給元種類

コード＊7
百

万

　

一

締め㎥ ％締め㎥

　

十

　

一 （注1）

再生資源

利用率

B/A×100
万

　

千

　

百

百

万

十

万 万

　

千

　

百

　

十

　

一

アスファ ルト

混合物

その他

（再生資材

のみ記入）

小分類

コード＊5

主な利用金額

コード＊6
規　　格

２．建設資材利用実績　注：コード＊5～9は下記欄外のコード表より数字を選んでく ださい。

平成　　　　年　　　　月　　　　日から

平成　　　　年　　　　月　　　　日まで

分　類

土　砂

構　　造

（数字に○をつけ

千

万

　

億

都　道

府　県

市　区

町　村

建築面積

延べ床面積

尚、解体工事については、建築面積は御記入いただかなくても結構です。

－

工事種別コード＊3
十

億

百

億

千

億

1.移住専用　2.移住産業併用　3.事務所　　4.店舗　5.工場、作

業所　　　　6.倉庫　　　7.学校　　　　　8.病院診療所

9.その他

使　　途

（数字に○をつけ

1.鉄骨鉄筋コンクリート　　　2.鉄筋コンクリート　　3.鉄骨造

4.コンクリートブロック造　　5.木造　　6.その他

階数
地上　　　　階

地下　　　　階
㎡

㎡

　

十

　

百

　

千万

十

万

建設工事箇所

建設工事名

工事概要等

施工条件の内容

（再生資源の利用

に関する特記事項

等）

最終工事

請負金額

砕　石

百

万

利用量（A）

建　設　資　材　（新材を含む）

締め㎥

工期

調 査 票 記 入 者

工 事 責 任 者
TEL

FAX

請負者コード＊2
請負会社名

会社所在地
発注機関名

１．工事概要
発注期間コード＊1

表面

発注担当者チェック欄

担当者

TEL

H.　 年　月　日記 入 年 月 日

百

万

（　　）

（　　）

100万円未満四捨五入

,000,000円（税込み）
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№21
土木工事共通仕様書第１編１－１－18

様式21　再生資源利用促進計画書（実施書）　―建設副産物搬入工事用―　―建設リサイクルガイドライン」様式―

コード＊14（コード＊13で「7.内陸処分場」を 選択した場合のみ記入）

コード＊10 コード＊11 コード＊12 コード＊13 （詳細は表－４参照のこと） 　

場外搬出時

の性状

指定副産物

の　種　類 ①発生量

 （掘削等）

＝②+③+④

裏面

１．工事概要　表面（様式１）に必ずご記入ください。
建築工事において、解体と新築工事を一体的に施工する場合は、解

体分と新築分の数量を区分し、それぞれ「様式２」を作成してください。

う ち現場内

改　良　分

　

十

１ヶ所目

用途コー

ド＊10

減量法

コード

＊11
②利用量

　

一

現　場　内　利　用　・　減　量 再生資源利用

促　進　率

（2）+（3）+（5）

（1）

（％）

⑤再生資源

利用促進量

 （注２）

う ち現場内

改　良　分
百

万

十

万

　

万

③減量化量

受入先

の用地

コード＊

14

　

千

　

百
千 百 十

地山㎣

住所コード

＊4

運搬距離

現　場　内　利　用

地山㎣

現　 場　 外　 搬　 出　 に　 つ　 い　 て

搬　出　先　場　所
一

公共　民間

④現場外搬出量

搬出先

の種類

コード＊

地山㎣

減　量　化

３ヶ所ま で記入できま す。 ４ヶ所以

上にわたる時は、 用紙を換えて下さ

い。

搬　出　先　名　称

区　分

どちらかに○を

つけてください。

施工条件の

内　　　容

コード＊12

％地山㎣

２ヶ所目 公共　民間

地山㎣

地山㎣ 地山㎣

３ヶ所目 公共　民間 地山㎣ 地山㎣

第　二　種

建設発生土
地山㎣ 地山㎣ 地山㎣

第　一　種

建設発生土
地山㎣

公共　民間

３ヶ所目 公共　民間

１ヶ所目 地山㎣

地山㎣
地山㎣

地山㎣ 地山㎣ ％
２ヶ所目 公共　民間 地山㎣

地山㎣

地山㎣ 地山㎣

第　三　種

建設発生土
地山㎣

１ヶ所目 公共　民間 地山㎣ 地山㎣

地山㎣ ％
地山㎣ 地山㎣

地山㎣ 地山㎣

２ヶ所目 公共　民間

３ヶ所目 公共　民間

地山㎣ 地山㎣

第　四　種

建設発生土
地山㎣

１ヶ所目 公共　民間 地山㎣ 地山㎣

地山㎣ ％

地山㎣ 地山㎣

地山㎣ 地山㎣

２ヶ所目 公共　民間

３ヶ所目 公共　民間

地山㎣ 地山㎣

泥　土 （河川、

湖沼等の浚渫

土） 地山㎣

１ヶ所目 公共　民間 地山㎣ 地山㎣

地山㎣ ％
地山㎣ 地山㎣

地山㎣ 地山㎣

２ヶ所目 公共　民間

３ヶ所目 公共　民間

地山㎣ 地山㎣
合　計

地山㎣

１ヶ所目 公共　民間 地山㎣ 地山㎣

地山㎣ ％
地山㎣ 地山㎣

地山㎣ 地山㎣

２ヶ所目 公共　民間

３ヶ所目 公共　民間

トン 地山㎣ ％トントン

アスファルト・

コンクリート塊
トン トン

コンクリート塊

公共　民間

トン

１ヶ所目 トン

トン

トン

トン ％
２ヶ所目 公共　民間

公共　民間 トン

地山㎣地山㎣

トン トン

３ヶ所目

トン トン

１ヶ所目

建設発生木材

トン トン

トン公共　民間 トン

トン ％

２ヶ所目 公共　民間 トン トン

３ヶ所目 公共　民間 トン トン

建設汚泥
トン トン トン トン

１ヶ所目 公共　民間 トン

トン ％
トン

トン

２ヶ所目 公共　民間

３ヶ所目 公共　民間

トン トン

１ヶ所目

建設混合廃棄物
トン トン

トン公共　民間 トン

トン ％
２ヶ所目 公共　民間 トン トン

３ヶ所目 公共　民間 トン トン

金属く ず

トン

１ヶ所目 公共　民間 トン

トン ％

トン

トン

２ヶ所目 公共　民間

３ヶ所目 公共　民間

１ヶ所目

廃プラスチック
トン

トン公共　民間

トン ％
２ヶ所目 公共　民間 トン

３ヶ所目 公共　民間 トン

紙く ず

トン トン

１ヶ所目 公共　民間 トン

トン ％

トン

トン

２ヶ所目 公共　民間

３ヶ所目 公共　民間

１ヶ所目
アスベスト

 （飛散性）
トン

トン公共　民間

トン ％

２ヶ所目 公共　民間 トン

３ヶ所目 公共　民間

注2.再生資材利用量について

現場害搬出量④のう ち、 搬出先の種類

（コード＊13） が1.～5.に合計

２．建設副産物搬出実績 現場内利用の欄には、発生量（掘削等）のう ち、現場内で利用したも のについて御記入く ださい。

注）再資源化施設、最終処分場は、指定副産物の種類ごとに３ヶ所まで記入できます。

　　４ヶ所以上にわたる場合は、用紙を 換えて記入してください。
1.山砂利等採取跡地　2.処分場の覆土　3.池沼等の水面埋立　4.谷地埋立　5.農地受入　6.その他

トン

1.路盤材　　2.裏込材

3.埋戻し材

4.その他 （具体的に記

入）

1.焼却　　　2.脱水

3.天日乾燥

4.その他 （具体的に記

入）

施工条件について

　1.A指定処分

　 （発注時に指定されたも の）

　2.B指定処分 （も しく は準指定処分）

　 （発注時には指定されていないが、

　発注後に設計変更し指定処分とされたも の）

　3.自由処分

再生資源利用促進 （再生利用された場合） 最終処分場・その他 （処分された場合） 

1.他の工事現場 （内陸：公共、 民間を 含む）

2.再資源化施設 （土質改良プラン トを 含む）

3.有償売却 （工事請負会社が建設副産物を焼却し、

代金を得た場合）

4.建設発生土スットクヤード （再利用工事が決ま ってい

る場合

5.海面埋立事業 （海岸、 海兵事業含む）

6.最終処分場 （海面処分場）

7.最終処分場 （内陸処分場）

 （建設発生土受入地を含む）

8.建設発生土スットクヤード （再生用工事未定）

9.焼却施設・最終処分場へ持ち込むための中間処分施

設

10.その他 （具体的に記入）

 



 

その他取扱基準等-119 
 

小規模工事事務取扱要領 
 
 
資料－１  

 

｢工事施工に伴う諸手続き比較表｣ 
 

契約図書に必要な項目 適 用 規 則 等 静岡県建設工事執行規則の

運用(500万円未満) 
小 規 模 工 事 

(500万円以上3,500万円未満) (少額工事500万円未満) 
１.工程表 執行規則第20条 省略させることができる 提出 省略 
２.工事工程月報 執行規則第20条 省略させることができる 提出 省略 
３.請負代金内訳表 執行規則第20条  提出 契約書作成は提出 

請書作成は省略 
４.主任技術者現場代

理人等通知 
執行規則第22条 口頭による通知 提出 口頭による通知 

５.施工計画書 

(16項目) 
仕様書第１編１―１―４  提出(６項目) 

(記入例)参照 
提出(５項目) 

(記入例)参照 
６.交通規制関係 仕様書第１編１－１－32  必要時 必要時 
７.数量の算出及び完

成図 
仕様書第３編１－１－８  必要時 必要時 

８.材料検査簿 執行規則第24条  省略 省略 
９.使用材料品質証明

書 
仕様書第２編１章２節  提出 省略 

10.休日・夜間作業届 仕様書第１編１－１－36  必要時 必要時 
11.施工管理 仕様書第１編１－１－23    

出来形管理 施工管理基準  提出 面積計算書又は出来形

図 
品質管理 施工管理基準  提出 自主管理､提出省略 
写真管理 施工管理基準  提出 着手前と完成時 

12.再生資源利用計画

書 
仕様書第１編１－１－18  提出 提出 

13.完成届出書 執行規則第39条  提出 提出 
14.工事記録簿 執行規則第22条の2  省略 省略 
15.工事写真帳 施工管理基準  提出 提出 
16.完成検査写真帳   省略 省略 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

  


